
横浜国立大学・国際戦略推進機構・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２７０１

基盤研究(C)（一般）

2023～2019

ロシア・中東欧の現代日本語教育史の記述ー社会主義時代からの変遷を中心に

Description of the history of Japanese language teaching in Russia and Central 
Eastern Europe:focusing on the changes from the socialist era

５０２５１７７３研究者番号：

小川　誉子美（OGAWA, Yoshimi）

研究期間：

１９Ｋ００７３５

年 月 日現在  ６   ６ １４

円     1,400,000

研究成果の概要（和文）：社会主義時代のソ連は多数の日本研究者を輩出したが、本研究はそれを支える日ソの
各大学の日本語教育の体制について口述資料をもとに明らかにした。戦間期の日ソ間の政治的緊張の高まりは、
ソ連の日本語人材の育成を加速させ、その勢いは冷戦期も衰えることはなかった。一方、日ソ共同宣言調印
（1956）後も両国の交流が進まない中、大阪外国語大学ロシア学科や東海大学はそれぞれの目的でソ連の日本語
教育に関わり、人的交流を促進した。

研究成果の概要（英文）：The USSR produced a large number of Japanese researchers during the 
socialist era, and this study uses oral documents to clarify the system of Japanese language 
education at universities in the USSR and Japan that supported this. The growing political tensions 
between Japan and the USSR during the interwar period accelerated the development of 
Japanese-language personnel in the USSR, and this momentum continued unabated during the Cold War.　
Meanwhile, while exchange between the two countries did not progress after the signing of the 
Soviet-Japanese Joint Declaration (1956), the Russian Department of the Osaka University of Foreign 
Studies and Tokai University were involved in Soviet Japanese language teaching for their own 
purposes and promoted personal exchange.

研究分野： 日本語教育史

キーワード： 日本語教育史　冷戦時代　旧ソ連　レニングラード大学　日本人講師　大阪外大　東海大学　ハンガリ
ー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
言語教育の歴史には、言語人材の需要と国家間の緊張との間に大きな相関があることを示す事例が多数ある。社
会主義時代のソ連における日本語教育もその一つである。本研究は、これまで断片しか知られていなかったソ連
の日本語教育史の空白を埋めるとともに、日本の二つの大学が行った日本語教育が、従来とは異なる視座から安
全保障をとらえていたことを示した。この成果は、あらゆる国際環境で教える言語教員養成の場において、複眼
的視野育成のための素材となろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

外国語人材の育成が総力を挙げて空前の規模で行われたのが、第二次大戦下の連合国の

日本語教育だった。これは、外交、特に有事の際には、相手国の正確な情報把握がいかに重

要であるかを示す例であろう。しかし、これは短期間で終了した。一方で、冷戦時代のソ連

にすぐれた日本語通訳が少なからずいたことや、旧社会主義圏からソ連に留学した人々の

帰国後の活躍に関する断片的な報告はある。しかし、日本研究者の育成が長期にわたって行

われた事例として実態が報告されることはなかった。ソ連には国際交流基金による日本語

教員の派遣がなかったため、まとまった記録は残されていない。 

 

２．研究の目的 

本研究は、ロシア・中東欧地域を対象に、社会主義時代から現代につながる当地の日本語

教育の展開を記述するものである。ソ連の日本語・日本研究は第二次世界大戦前から高い水

準を誇りその伝統は、1970 年代後半以降東欧圏にも引き継がれた。当地での日本語・日本

専門家の養成体制や教育現場の視点に注目し、日本側の関わりについて、多方面から考察す

る。 

 

３．研究の方法 

 全体像を明らかにするために、一次資料として、当時の教師や学習者の方々から寄せられ

た口述資料および文書による回答を用いた。ロシア側の公文書を用いてクロスチェックを

行う予定であったが、これは実現せず、日本側の文献を用いた。 

 

４．研究成果 

東洋学の伝統あるレニングラード大学東洋学部では、日本研究者が継続的に輩出されて

いた。日本語母語話者教員が必要とされ、交流のなかった日ソ共同宣言（1956）調印以前に

は、旧樺太在住のソ連国籍の日本語母語話者（1970 年ごろまで）が、1970 年以降は、大阪

外国語大学のロシア専門家のべ 18 名がレニングラード大学で日本語を教えた。これは、現

地での研究を強く望む大阪外国語大学ロシア研究者が、ソ連教育省との間でロシア語・日本

語教員の交換を取り付け、彼らがレニングラード大学で日本語教育を担当するようになっ

たのである。当地での日本語教育は、日本のロシア語教育、ロシア研究の推進の必要性から

開始されたものであった。 

一方、東海大学は、教員や学生を派遣する一方で、モスクワ大学や東欧圏の学生を受け入

れ集中的な日本語教育を行っていた。これは、社会党右派議員であり戦前のヨーロッパに留

学した経験を持つ総長が、日ソ間の安定した国家関係の樹立こそ日本の総合的な安全保障

にとっても不可欠な課題であるとの考えから実施したものであった。冷戦時代の日ソ間の

動向と両大学が本制度を作り上げていく過程を示したのが表 1 である。 

  



表１ 

 

 

東欧諸国もそれぞれの東洋学研究の伝統や対日関係を反映し日本語講座を開設していた。

ソ連留学から現地に戻った研究者が教壇に立つ国、また、東洋語研究の伝統の中で戦前より

日本人留学生を迎え、戦後の国交断絶期も特別なルートで当地に留学した日本人が日本語

を教えていた国もあった。後者はハンガリーである。日本人講師の中には、帰国後にハンガ

リーの言語や文化について生涯にわたり精力的に研究し日本に紹介した人物もいた。往来

が制限されていた時期に当地の教壇にたつという経験が、帰国後の長きにわたる研究活動

をもたらした。日本語教師たちの活動を示したのが表２である。 
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